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研究成果の概要（和文）：本研究は、高等教育における女性学生の学びや成長の経験を理論的・実証的に探究すること
を目的とした。社会・人文科学を専攻する日米の博士後期課程在籍女性学生及び若手研究者を対象にした実証的研究と
、女性たちの学びや成長についての認識を考察するための理論的探究をおこなった。高等教育機関は、言説と社会制度
への不適合の感覚をもつ女性たちの制度的な受け皿としてあり、また、高等教育での学びは、そのような女性たちに既
存の言説では語りえない言葉（言説）を開発するためのツールを提供するものとしてあることを明らかにした。高等教
育機関での学びは、女性のエイジェンシーを表現することを可能にするツールをとして捉えられうる。

研究成果の概要（英文）： In this study, I explored women's learning in higher education both empirically a
nd theoretically. I conducted interviews with doctoral students, post-doc students, and researchers in the
 United States and Japan. I also engaged in theoretical research to understand the women's interpretations
 of their learning. 
 I found that both the social institutions in which the women were located and the availability or unavail
ability of concepts able to frame the interpretation of their experiences combined to shape the ways in wh
ich they expressed their experiences, as well as the meaning that they gave to their Ph.D. 
 This research concluded that higher education institutions offered an institutional space to women who fe
lt a degree of estrangement from society, and that their learning in those institutions provided them with
 tools to develop their own sense of identity. Higher education learning, indeed, can be regarded as a too
l that enables women to express their own agency. 
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１．研究開始当初の背景 
アメリカにおいては、高等教育における女

性の学びの経験や、どのような教育行為が女
性学生の学びや成長を導くかについての研
究の蓄積がある。それらの研究に貢献してき
たのは Women’s Studies という学問分野で
ある。Women’s Studies は 1960 年代の終わ
りに登場し、哲学的観点、教育学的観点、社
会学的観点、人文学的観点、科学的観点など
に基づき、高等教育機関や学究的世界におい
て複層的に抑圧され周縁化されてきた女性
を、知の創造という行為の中心に据えてきた。
特に本研究で注目したいのはフェミニス
ト・ペダゴジーという教育行為である。この
教育行為は、女性学生が自己の学びに責任を
持ち、社会・自己・他者の偏見や差別的思考
を反省的に考察し、これまで蓄積された学問
知識を女性の観点から批判的に考察するこ
とを目的としている。そして少人数での教育
を実践し、クリティカル・シンキングやリフ
レクティブ・シンキング、ファシリテイティ
ング・スキルの育成などを重要な学習成果と
して掲げる。 
以上のように、アメリカではこれまでの学

問 体 系やそ の あり方 に 疑義を 唱 え る
Women’s Studies などの学問分野によって、
高等教育機関での女性の学びと教育行為と
の関係性を明らかにする試みが理論的およ
び実証的に行われてきた。他方で、日本にお
いては高等教育機関での女性の学びと教育
行為との関係性を分析、明確化しようとする
研究は少ない。 
研究代表者は、これまでの研究において、

アメリカの大学の Women's Studies の学生
の成長と学びに関する諸相を探求した。卒業
生や元教員、現教員とのインタビューを通じ
て、教師の教育行為の中に根付くエネイブリ
ング・パワー（enabling power）が、ケアリ
ングという形態をとって、教師と女性学生の
学びの連鎖を形成し、学生のエイジェンシー
を通した学びを促進することを論じた。 
以上のような研究成果に基づき、日本での

これまでの研究では特に論じてこられなか
った高等教育における女性学生らの学びの
形成の過程と教育行為との関係性を分析し、
女性学生を成長と成功に導く教育行為や学
びの環境を明らかにする必要性があると考
えた。 

 
２．研究の目的 
本研究では、高等教育機関における異なる

教育分野での教育行為と女性学生らの学び
の形成過程との関係性を分析する。いかなる
教育が女性学生らの学びと成長を促すのか、
いかなる教育が女性学生らを学究者として
の将来のキャリアへと導くのか、女性学生と
教師の学びの連鎖はどのように起こってい
くのかという三つの問題を設定する。そして、
高等教育機関における教育の女性の学びへ
の影響、学究世界に女性学生を導く教育のあ

り方、女性教員が学生であった時の教育の経
験とその影響に関する自己省察を分析する。 
言い換えれば、本研究は、高等教育機関で

の女性学生の学びや成長の経験を理論的お
よび実証的に探究することによって、高等教
育機関でのいかなる教育が学生らの学びに
より豊かな結実をもたらすのかを検証し、女
性の学びの観点から高等教育機関における
教育行為を分析、明確化する。 
 
３．研究の方法 
本研究は、高等教育機関における異なる教

育分野での教育行為の女性の学びへの影響
を理論的、実証的に検証することを目的とす
る。理論的には、研究代表者が提示したエネ
イブリングという教育のあり方について考
察を深める。実証的には、日本とアメリカの
高等教育機関においてインタビュー調査を
実施する。 
インタビューで明らかにする項目は以下

のとおりである。 
１．女性は高等教育での異なる学問分野の

学びの経験と成長の経験をどのように語る
か 

２．どのような教育行為が女性らを学究世
界へと導いたと女性らは考えているのか 

３．高等教育機関の将来の教師としてどの
ような教育実践を取り入れたいと考えてい
るか 
実証的側面に関して言えば、本研究では、

2011 年度から 2013 年度の間に、高等教育で
の女性の学びの経験に関するインタビュー
を日本と米国で行った。インタビューの対象
としているのは、日本および米国での研究総
合大学の社会科学と人文科学の分野の女性
で、博士後期課程（doctoral programs）に
在籍する学生、ポスドク、大学教員（職につ
いて５年以内）たちである。 
 インタビューの内容をデジタルレコーダ
ーに収録し、それを研究成果として発表する
ことについても同意を得た。女性たちの選定
は、雪だるま方式によって行っている。イン
タビューに応じてくれた女性に、さらにイン
タビューに応じてくれそうな女性を紹介し
てもらうという方法である。この方法の欠陥
としては、同じような経験を持つ人々しか集
まらないということがあげられるが、しかし、
本研究は、サンプルを収集して、そこから一
般的な原則を帰納することを目的としてい
ないため、その欠陥によって、本研究の意義
が損なわれることはないと考える。 
 インタビューで尋ねたのは、博士後期課程
への進学、専攻の選択、学びの経験、大学の
教員や同級生、後輩、先輩との関わり、キャ
リアパス（あるいはキャリアプラン）、彼女
たちの選択に与えたと思われる影響などに
ついてである。教育経験がある場合にはそれ
についても質問した。インタビューは、カフ
ェや彼女たちのオフィスや、教室など彼女た
ちが希望する場所で行った。同意が得られれ



ば、調査者のオフィスでもインタビューを実
施したこともある。インタビューは一時間か
ら二時間程度としたが、四時間に及んだもの
もある。また、一部女性とは複数回のインタ
ビューを実施した。インタビューを形式的に
しないように努め、質問事項は、はい、いい
えで答えられるようなものではなく、発展的
な対話にいたるような導入として用いられ
るようなものを選んだ。 
 インタビューのテープ起こしをした後、発
言内容にコーディングを施し、コーディング
とインタビュー内容を何度か行き来しなが
ら、コーディングを整理し、関連するコーデ
ィングをまとめ、主要なテーマを決定してい
った。本稿の執筆時点では、日本と米国での
インタビュー参加者は合計で 31 名である。
31 名のうち 16 名はアメリカでのインタビュ
ーであり、内 2名がアジア系である。彼女た
ちの年齢は、20 代後半から 40 代前半にわた
っている。 
 インタビューの事例によって、すべての女
性の大学院での学びの経験を一般化するこ
とを、本研究は目的としていない。本研究は、
高等教育での学びの経験が実際にどのよう
であるかということを一般化することでは
なく、それらの経験が、女性たちにどのよう
に認識され、感じ取られ、解釈されているか
ということを、彼女たちの語りを通して描く
ということであり、このことを通して、彼女
たちがおかれている制度と彼女たちの言説
実践が、彼女たちの認識や感覚、解釈をどの
ように形作っているかということを示すこ
とである。 
 理論的側面に関して言えば、本研究におい
ては、女性学における「言葉」（言説）の問
題にかんする議論の整理、ジョン・デューイ
の成長と経験にかんする哲学的考察、および
リュス・イリガライの差異の哲学を通じた教
育関係の構築にかんする考察を行うことに
よって、エネイブリングという教育のあり方、
ならびに、高等教育における女性の学びの経
験とかれらによるその解釈を適切に分析す
るための理論的枠組の構築を目指した。 
 
４．研究成果 
本研究は、社会科学・人文科学を専攻する

日米の博士後期課程在籍女性学生、若手女性
研究者への聞き取りで、実証的な観点から以
下のことを明らかにした。 
 後期課程に学ぶ（学んだ）進学したアメ

リカの女性たちは、高等教育に実際的な
価値（給料、地位、職業など）を見いだ
しているのに対して、後期課程に学ぶ
（学んだ）日本の女性たちは、高等教育
の価値を具体的明瞭な言葉で表現する
ことができない。 

 後期課程に進学した日本の女性たちは、
「向いていない」という感覚―社会一般
の通念や既存の社会制度との不適合の
感覚―を共通してもっている。 

 博士後期課程での学びや、研究者として
の活動は、「向いていない」感覚との格
闘のなかで、社会の中に自己を位置づけ、
自分自身の言葉を開発していく女性の
エイジェンシーの何らかの働きと考え
られる可能性がある。 

また、理論的な観点から以下のことを究明
した。 
 女性学では「言葉」（言説）の問題は女

性の自己形成との関わりから重要な問
題として位置づけられてきた。 

 ジョン・デューイが理論化する「言葉を
絶するもの the ineffable」を、日本の
女性たちが示した「向いていない」感覚
との格闘―言葉には何らないものを言
葉にしようとする格闘―との関わりで、
高等教育の学びの中に、理論化し直すこ
とができる。 

 リュス・イリガライの差異の哲学から解
釈可能な教育関係は、既存の言説に規定
された教育関係とは異なる教育関係—エ
ネイブリングの教育—を想像する手がか
りを与えてくれる。 

 ジョン・デューイの成長にかんする哲学
的議論およびリュス・イリガライの差異
の倫理学にかんする議論は、自己を他者
との関係性や環境の中において絶えず
再構築していくあり方「成っていく」あ
り方、すなわち自己生成という成長のあ
り方を理論化することを可能にする。 

 
以上の実証的理論的研究を通じて、本研究で
は、高等教育における女性の学びの経験の質
的な解明を可能にする独自の分析枠組みを
構築した。すなわち、 
A 女性たちがそれをもって自己自身を語る

ことのできる既存の言説と、B 女性たちに目
に見える形でキャリアパスを用意する現存
する社会制度、A と B の両方が交差するとこ
ろに女性たちの高等教育における学びにつ
いての語りが形成される 
というものである。（図 1参照） 

（図１「女性の学びの分析枠組み」） 
 
この分析枠組みを用いて、言説と社会制度

への不適合の感覚をもつ女性たちが、その感
覚との格闘としての、自己自身の言葉の開発
や、自己自身のあり方の探究の中で、（積極
的ではなくとも）後期課程に進学し、研究者



になる道を選ぶことを、本研究は明らかにし
た。高等教育機関は、これらの女性たちの制
度的な受け皿としてあり、また、高等教育で
の学びは、そのような女性たちに既存の言説
では語りえない言葉（言説）を開発するため
のツールを提供するものとして捉えうるこ
とを意味する。すなわち、女性のエイジェン
シーを表現することを可能にする（enable）
ツールとして高等教育機関での学びを捉え
ることが可能であることを、本研究は明らか
にした。 
 今後の課題としては、（1）本分析枠組みを
用いた研究対象を広げること、（2）インタビ
ュー中多くの女性によって示された、ルサン
チマンの感覚―それはエイジェンシーを表
現すればするほど深くなるようである―を
考察する理論的枠組を構築することである。
（1）について言えば、具体的には、対象を
学部女性学生に広げ、彼らの自己に関する認
識と社会の中での自己の位置づけに関する
認識、および今後のキャリアを含めた自己の
形成に関する認識を、自己生成論の観点から
究明したい。（2）について言えば、高等教育
での学びを通じて、制度と言説の間のなかで、
自己自身の言葉を開発し、エイジェンシーを
表現することが可能になった（enabled）と
解釈している女性たちの多くが、他方で、そ
のことについてルサンチマンを感じている
というパラドクシカルな状況をインタビュ
ーを通じて垣間見た。これについて、理論的
に説明しうる枠組みを、本研究は持ち合わせ
ていない。したがって、このエネイブリング
な教育がもたらすパラドクスの状況を究明
する理論的枠組の構築が求められると考え
る。 
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